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※この活動には「セブン‐イレブンみどりの基金」などの助成金が交付されています 

【６月の活動予定】 

６月１２日（火）に第２回総会を開催します。 
六甲山環境整備協議会の第２回総会を、６月１２日（火）１８：０

０～１９：００の予定で、六甲道勤労市民センター５階Ｅ会議室で
開催します。 

議案は平成１８年度活動報告と平成１９年度活動計画の検討
になります。平成１８年７月に六甲山の自然環境の保全と景観
整備に関わる官民含めた諸団体が連携して当協議会を設立し
て、1 年近くになります。現在の活動を定着させて、今後の展開
を考える機会になります。 

総会の終了後には懇親会も会費制で用意しています。参加さ
れた皆さんの交流が深まることも期待しております。参加ご希
望の方は事務局にご連絡ください。 

６月１６日（土）は、第３回の生態調査を実施し

ます。こぞってご参加ください。 
第３回の水生生物の生態調査を６月１６日（火）１０：００～１２：

００に実施します。今回はモリアオガエルの繁殖期にあたりま
すので、「２つ池」周辺に生息しているモリアオガエルが樹木に
産み付けた卵胞の観察調査をします。 

参加ご希望の方は１０時に、六甲山自然保護センターのレク
チャールームに集合してください。作業用の道具類は用意して
いますので、初心者の方や一般市民の方も歓迎します。 

詳細は事務局にお問い合わせください。 
※なお、当日の午後１時からは第５１回六甲山魅力再発見市民

セミナー「水生生物の生態調査」（講師：三橋弘宗保さん）を開
催しますので、引き続いてご参加ください。 

【４～５月の活動報告】 
「六環協ニュース」の第５号の発行から第６号の発行が

遅くなりましたが、この間の活動をまとめて報告します。 
５月１９日は「六甲山自然保護センターを活用する会」の

総会が開催され、月例の環境整備活動は取りやめました。 

４月１２日（木）に第１回生態調査を実施。 
六甲山上では初めての試みになると思われますが、「水生生

物の生態調査」の第1 回を実施しました。４月１２日（火）１３：３０
～１６：００で、県立人と自然の博物館の三橋弘宗先生にご指導
をお願いしました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自然保護センターに集まった１０人のメンバーが、調査につ
いての意見交換を行い、「２つ池」周辺に出かけました。上の池
で、三橋先生から調査の実地指導を受け、小さい水生生物を探
しながら初めての体験を楽しみました。下の池は水が滞留し、
水生生物は見あたりませんでした。期待したよりも生物相は貧
弱な様子でした。 

調査後に自然保護センターの 
テラスで日に当たりながら、調査 
の結果や今後の調査の進め方を 
検討しました。六甲山の湿地帯に 
かつてはあったと思われる稀少植 
物を再生できないかなど、大きな夢 
も膨らませました。 

５月１３日（日）に第２回生態調査を実施。 
 第２回の「水生生物の生態調査」を５月１３日（日）１３：３０～１
６：００で実施しました。今回からは市民が自主的に生態調査を
継続していく準備という位置づけをしました。 
 １０月２０日の第５５回六甲山魅力再発見市民セミナーで、「六
甲山の水生生物」のテーマで講師をお願いしている、神戸市保
育士の久門田充さんにご指導をいただきました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 参加者１０人で調査の進め方を確認し、「２つ池」へと向
かいました。上の池で、久門田さんは池の中央部まで入っ
て調査をされました。水質や池底の状態などの環境状態も
調査項目に加えました。上の池の中央部は胸近い深さが
あり、驚きました。 
 下の池はやはり生物相は貧弱なので、下部の谷あいに
移動しました。カエルの鳴き声がうるさいほどだったので、
皆で正体を確かめることにしました。岩に裏などを探して、
Ｙ君が一匹を捕まえました。アカガエル科の「タゴガエル」と
判断しましたが、改めて同定することにしました。 

目立った生物に出会わなかっただけに、この「タゴガエル」は
今回の大成果だと喜びました。調査後のまとめで、次回はモリ
アオガエルの卵胞の観察調査をすることを決めました。 

【これからの活動計画】 

平成１９年度の活動計画の修正 
 当協議会を設立するきっかけになった「自然保護ボランティア
ファンド」の平成１９年度の助成金は認定されませんでした。自
己資金や他の助成金などで活動資金を充足することと、活動計
画の内容についての見直しが必要になりました。 
 ６月１２日の総会で皆さんと検討を加えて、活動計画を一部修
正し、さらに効果的な活動を期していきます。   

 （文責：堂馬英二） 

上の池で池底の様子を調べる 

「２つ池」での水生生物の生態調査 

テラスで調査のまとめ

 
捕まえたタゴガエル？ 


